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配当方針の変更に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、配当方針の変更につきまして下記のとおり決議いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 配当方針変更の理由 

 当社は、持続的な企業価値の向上と共に株主の皆さまに対する継続的かつ安定的な利益配分を経営の

最重要施策の一つとして位置づけ、配当水準の向上と安定化に努めてまいりました。 

2025年 4月にスタートした新中長期経営計画「ONE RYODEN Growth 2029 | 2034」では、株主の皆様

に対する利益還元強化の姿勢をより明確化し、更なる拡充を図るため「連結総還元性向」及び「連結株

主資本配当率（DOE）」を新たな指標として導入することといたしました。  

なお、新中長期経営計画「ONE RYODEN Growth 2029 | 2034」の詳細につきましては、本日公表の「新

中長期経営計画（2025年度～2029年度）策定のお知らせ」をご参照ください。 

 

２． 配当方針の内容 

（変更前） 

当社グループは、経営基盤・財務体質の強化のための内部留保の拡充と事業拡大のための投資財源へ

の活用を基本として、株主各位への適正な利益還元を実施してまいります。 

剰余金の配当につきましては、各事業年度の連結業績及び中長期的なグループ戦略等を勘案のうえ配

当性向 40～60％を目安に利益還元を実施します。 

また、自己株式の取得につきましても、株価の動向や財務状況を勘案のうえ実施する予定です。 

 

（変更後） 

 当社グループは、財務の健全性を堅持するとともに中長期的な企業価値向上に向けた成長投資と株主

各位への適正な利益還元を実施してまいります。 

株主還元につきましては、短期的な業績に連動させず、中長期的かつ安定的に強化・拡充を図る方針

であり、連結総還元性向 50%又は連結株主資本配当率（DOE）3.5%を下限として剰余金の配当を実施いた

します。 

また、自己株式の取得につきましても、株価の動向や財務状況を勘案のうえ実施する予定です。 

 

※連結株主資本配当率（DOE）＝（年間配当総額÷連結株主資本）×100 

 

 



 

 

 

 

３． 変更の時期 

2026年 3月期より適用致します。 

 

（ご参考） 

 
1株当たり配当金 （参考） 

連結株主資本配当率 第 2四半期末 期末 合計 

2025年 3月期 

（実績） 
53円 00銭 53円 00銭 106円 00銭 2.8% 

2026年 3月期 

（予想） 
68円 00銭 68円 00銭 136円 00銭 3.5% 

 

 

以上 


